
№ 意　　見 市の考え方・対応

1 秋田市文化振興ビジョンを見て、大体は理解いたします。
今後の文化活動は、コロナウイルス後遺症が残り、簡単には以前に戻れないと
思われます。
ビジョンで見えない点・文化団体へ提示されました施設使用料の改善をお願い
いたします。
施設は完成されても、使用料が高く、活動のできない状況の打開。
創造館－旧県立美術館の使用料にして下さい。
ミルハス－現文化会館をモデルとしての使用料に力をお貸しいただきたい。
県民・市民が活発に活動出来るためにも、この重要課題に熱心に取り組んでく
ださい。
他県を参考にすることはわかりますが、秋田県・秋田市の現況で独自のスタイ
ルの運営が大切と思います。

秋田市文化創造館およびあきた芸術劇場の利用料金につきましては、市民や文
化団体等による文化活動を念頭に置き、公共施設の料金設定に関する基本方針
を踏まえつつ、施設機能の向上を考慮しながら、周辺施設や全国の類似施設の
利用料金などを参考に設定したものであります。
両施設において文化活動が活発に行われるよう、利用に関する相談へのきめ細
やかな対応など、利用者へのサポートの充実に取り組んでまいります。

2 関連分野との連携やまちづくりなど、芸術文化を切り口に幅広く事業を実施し
ているアーツカウンシルに関する記載が必要と思われます。

アーツカウンシルについて「Ⅰ　はじめに」に追記します。

3 計画に沿い、ご努力を願います。原案が成功しますように。 本年度内に計画を策定し、令和４年度以降、計画に基づいて本市文化振興施策
を推進してまいります。
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